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両大戦間期 ドイツにおける工作機械工業の地域構造
幸 田 亮 一
1は じ め に
ドイツ工作機 械工 業のキ要生産地 は,1871年の ドイツ帝国成立 時にほぼ今 日
に至 る姿を現 し始めていた。す なわ ち,ザ クセ ン ・チ ュー リンゲ ン,ラ インラ
ン ト・ヴェス トフ ァー レン,ベ ル リー ン,バ7デ ン ・ヴュル テンベル クの4大
隼産地への集積が既 に始 ま勺ていたのであ る。1860年代 か ら188⑪年代 にか けて
の先進地はザ クセ ンであ りその中心地 はケムニ ッツであ ったので,こ の時代 を
ドイツ工作機械 工業 史における 「ケムニ ッツの時代 」 と呼ぶ ことがで きる。 こ
の後.19世紀末か ら第一次大戦前 にか けて は,ア メリカ的大量 生産技術 に影響
を受 けた メー カーがベ ル リー ンに多 く立 地 し,指 導的役割 を果た した 「ベ ル
リー ンの時代 」が到 来 した1:1。
これに続 く両大戦聞期 において,4大 生産地 はどの ような変化 を見 たので あ
ろ うか。ベ ルリー ンは依然 として1)一ダー的役割 を保持 したのであろ うか。変
化 があ った とすれば どのよ うな もので あ り,何 が原因であ ったのであろ うか。
各生産地を代 表するメーカーはどのように変化 したのであろ うか 。新 たな工作
機械.メー カー も登場 したので あろ うか。 これ らの問題の解 明が本稿 の主要課題
であ る。
.一口に両大戦間期 といって も,1920年代 と1930年代 とでは工業立地 に関 して
大 きな変化が見 出だされる。 ワイマール時代 には共和 国全体 の地域政策 は存在
せず,.それぞれの地域 開発 は.各ラ ン トに委ね られていた。 これに対 し,ナ チ.ス
1)幸 田亮..一「ドイツ工作機械工業成立知 多賀田版,1994年,を参照 。
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政府 は初め℃ ライヒレベルで の地域再編計画 を策定 し,工 業の再配置 を もくろ
んだ駄 この ことばL作 機械工 業に どの ように作用 した ので あ ろうか6と りわ
け,ナ チ ス期に重要性 を増 した自動車工業 ・航空機工業は工作 機械工業 の立地
に何 らかの新たな影響 を及ぼ したのであ ろうか。 これ に答 えることが本稿 の副
次的 な課題である。
これ らの課題は,ド イツ資本主義 の地帯構造 に関す る研 究史 と大 きく関係す
る問題で もあ る。1990年の東西 ドイツの統合以降,新 た に,ド イツにおける⊥
業化 と地域の関係 に研究者 の.関心3〕が集 まってい るが,そ の際,工 業化 の進展
度 を測 る ・つ の重要 な尺 度が機械 工業 の集 積で あ り,渡 邉尚教授 の 「原経 済
圏」概念で も綿.工業 と並 んで重 要な指標 と して用い られてい る4:1。
.本 稿は,こ の 「原経 済圏」概念 を継承 しつつ,両 大戦間期の ドイツ工作機械
工業の地域構造を明 らかに しょ うとす る試みであ る。先行研 究は皆 無 とい って
よ く5,,地域 ご との工作機械出荷高につ いてす ら解明 され てい ない。本稿では,
第 且節 において,主 要生産地ご との企業数 の変化 ならびに出荷高の変化 を分析
し,研 究史上の空白を埋 めるこ とを試み る。第 皿節で は,主 要生産地の特徴 と




2)h・stit・・{血Winsch・fn・g・schi・ht・de・Akゴd・㎡ ・de・Wi　 1・h・f噂・i…)DR,Pmぬ 励 ・
壇々伽 沈D傭 ∫`'`々【πゴ191Z/18ウ'5エ脚 風Befl瓜Akad㎝je・Vedag,1認8,S.340'.44a.
3)三 ツ石 郁夫 「ドイ ツ 地域 経 済 の 史 的 形 成 ヴ ュル テ ンベ ル クの農 工 結 合 』 勁 草 書 房,1997年,
渡 辺 尚 ・作道 潤 編 『現 代 ヨ ー ロ ッパ経 営 史 」 有斐 閣,1996年.を 参照 。
4)渡 辺 尚 「1870年代 に お け る ド.イツ資 本.E義の 産 業 構 造 」 『西 洋 史 研 究.(新輯)」.第5号,1976年,
渡 辺 尚1ラ イ ンの産 業 革 命.....原経 済 圏 の 形 成 過 程 」 東 洋経 済 新 報祉,1987年,第1章,を 参 照 。
5)ワ イマ ー ル期 の ド.イッ工 作 機 械 工 業 につ い て は,幸 田 亮 一 「1920年代 ドイ ツ 工作 機 械 工 業 の危
機 と再 編 」r熊 本 学 園 商 学 論 集」 第a巻 筆3・4合 俳 号,1997年4月,な ら び に1幸 田亮 一 「ワ イ
マ ー ル 期 ドイ ツ合 理 化運 動 に お け る工 作 機 械 工 業 の 役 割 」 『佐 賀 大 学 経 済 論 集」 第31巻第3・4合
俳 号,19811月,を 参照 。
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な り,天 然資源に制約され ることな く発展 してきたのが綿紡績業や機械 製造 業
であ る。 もちろん,ハ ンブルクやブ レーメ ン,キ ールなどの造船業や,ル ール
地方 に集中す る製鉄用機械工 業,シ ュバ ルツバ ル トの時計 工業な ど,機 械工業
のなかで も立地が強 く制約 され る部 門もあ る。それ らに比 して制約 が最 も少 な
いのが工作機械工業で ある。今 日で も,近 隣の金属加 工業者 の需要を満 たす.小
規模 の メーカーか ら,世 界 を相手 にす る大 ・中規模 メー カーまで,ド イツの各
地に.L作機械 丁:場は立地 してい る。その意味 で,機 械工業 のなかで も工作機械
工業 は最 も地域経済 の活力 を示す指 標 とな りうる といえ.よう。
正 地域別工場数の変化
工作機械 メ ーー カーの地域 別変化 を知 るため に,ま ず,有 力.メー カ」をほ とん
ど含 ん だ ドイ ツ工 作 機 械 工 業 会(VDW:VereinDeutscherWerkzeugma-
schinenFabriken)の会員企 業数 の変動 を見てみよ う。世界 恐慌の影響が本格
化す る直前 の1930年に278の会員企業 を抱 えたVDWは,恐 慌が本格化.するな
か会員企 業数が激減 し,1933年には最低の185に落 ち込み,翌1934年に も202の
低水準 のままであった。 しか し,ナ チスの再軍備政策 と経済政策が本格化す る
とともに,1935年に405,1936年に434,1938年に545,1939年に593へと急速な
回復 ・増加 を.見た%
ユ930年と1939年の工作機械 メーカーの地域別分布 を比較 したのが第1表 であ
る。 なお,地 域 区分 は行 政区による もので はな く,プ ロイセ ン州のザ クセ ン地
方 をザ クセン ・チ ュー リンゲ ンに含め るな どの加工を行 うた,経 済圏}とよる区
分 に よる もので あ る こ とを最 初 に断 ってお く。 さ.らに,1930年につ い て は
VDW会 員 数1939年 は工作 機械 専 門 グルー プ(FachgruppeWerkzeugma-
schinen)の会員数 のデー タであ る。 しか し,両 者間 に任意 団体 と強制加 入団
体 との違 いはあ るが,後 者が前者 を母胎 に組織 された こ と,前 者 に有力 メー
カーのほ とんどが参加 した ことを考える と,同 一.レベ ルで比較 して問題 はない
6)K叩1⊃RI,Fri吐z,75JahreVDW,Frankfurt/M.,Se且b鼎tv白rla言,1966,S,8呂.
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第1表 ドイ ツ工 作 機 械 メー カー の 地 域 別 分布 〔1930,1939年〉
地 域 1930年(A)1939年(B> 増加率(R/A>
ザ ク セ ン ・チ ュ ー,」 ン ゲ ン 96 158 L6
ラ イ ン ラ ンb・ ヴLス ト フ ーr一レ ン 64 167 2.6
ベ ル リ ー ン 38 55 1.4
バ ー ゲ ン ・ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク ヨ5 91 2.6
ヘ ッ セ ン 21 34 1.6
北 ド イ ツ 15 25 1.7
バ イ エ ル ン 7 20 2.9
-"
シ ュ レ ー γ エ ン 2 4 2.0
計 278 554. 2.0
出 典VDW,脇 解傭 虚 叩 耀6`肋 肉1930,窟8M副`配 瑠 π一lndustrieinnDeucmhenReich,1939/
1、940,Bcrlin,1939より作 成 。
であ ろう。
第 ユ表か ら以下のよ うな こと.を読み とることがで きる。第一に,最 初 に指摘
した,ザ クセ ン ・チ ェー リンゲ ン,ラ.インラ ント ・ヴェス トフ ァー レン,ベ ル
リー ン,バ ー ゲン ・ヴュルテ ンベル クとい う4大 生産地の存在 であ る。第二 に,
.全体 的にほぼ倍増 してい るなかで,4大 生産地 の間で,伸 長の著 しい地域 とそ
うで ない地域 とに明 瞭 に分か れる とい うことで あ る。 す なわ ち,ラ イ ンラン
ト ・ヴェス トフ ァー レンとバー ゲ ン ・ヴュルテ ンベ ルクは2,6倍の伸 びを示 し
てい るの に対 し,ザ クセ ン ・チ ュー リンゲ ンとベ ル リー ンは1.5倍前後 の伸 び
に止 ま っている。 この結果,長 らく トップの位置 を占めたザクセ ン ・チ ュー リ
ンゲ ンは,企 業数で その地位 をラインラン ト ・ヴェス トファー レンに奪われて
いる。また,バ ーゲ ン ・ヴュルテンベ ルクも.企業 数で ベル リー ンを抜いて3位
に躍 り出ている。その他,も と もと低い水準 であ った とはいえ,バ イエル ンで
あ工作機械工場の増加 が目につ く。
しか し,以 上はあ くまで工場数 の比較 に過 ぎない。生産額で見 た場合,各 生
産地 は どれほ どの割合 を占めていたので あろうか,ま たiそ れ らは メー カー数


















そ の 他 ド砂 全体
.
出 荷 高 182,25013 ,ア20王24,390123,8215,41922,3771512378,5779,002641,789
輸 出 高 40,8662Q,44027,60135,ア34 6,2295,5853,5914,66511729146,538
従 業 員 28,02916,56816,21916,2153,5783,29321ア39 951 2,35289,988
輸出比率個 22.4 15.6 22.2 28.9 24.5 25.0 24.2 54.4 19.2 認.8
一人当出荷高 6:釦 7.89 7.67 7.64 7.10 6.79 5.55 呂.74 3.83 7.13
一人当輸出高
1,妬 1.23 1.70 2.20 1.74 1.アO 1.35 4.76 0.74 1.6ヨ
注:出 荷 高 ・輸 出 高 の 単位 は 千 ラ イ ビス マ ルク,従 業 員 は 人。
出典:Reicbsa111tsf血W巳h■wir』chafdicheP1罰mln月,&勇r伽漉 加 ぬ∫Reich.5α別館声r艶 卿々fπ ・
舘んψ1詑加P彪 脳 隅 踊1.Dド8加 雄5`雇Gε躍槻8㎎ ㎝ δf∬6読'・α瓶'``加π 爾 ぬ 級 θη」欄 添 ・
∫確Berlin,1939より作 成 。
2地 域別出荷額
この問題 を探 るのに格好の材料 が見つ か った。1939年の生産力水準 を掌握す
るために,国 防省が まとめた資料71がそれであ る。
原表で は,プ ロイセ ンやバ イエル ンといったラ.ントごとの区分 がなされてい
る。 しか し,行 政区ではな く経 済圏を問題 とす る本稿 にとって これで は不十分
であ る。そ こで,先 の第1表 と同様 に分類 し直 したのが第2表 であ る。
これ を見 ると,第 一に,4大 生産地の な.かで最 も古 い伝統 を持つ ザ クセ ン ・
チュー リンゲ ンが,出 荷高 ・輸 出高 ・従業員数 とどの指標で見 て,依 然 として
最大の規模 を維持 しているのが分か る。それ に続 く3地 域 はいずれの指標で比
較 して も拮抗 している。
別 の見方 をす る と,第..一次大戦前 までは,他 の生産地 に比べ見劣 りしていた
バーゲ ン ・ヴュルテ ンベ ルクが,ラ インラン ト・ヴェス トファー レンと肩 を並べ
るまでの規模 に成長 した とい うことであ る。これ は,同 地の工作機械工業 は第二
7)ReichsamtsfUrWeluwlrtschahlicheP】anmg,5読r喰槻酒 仙 盈 」Rθ肋 ∫4川,5ノ諺r既 ゐ㎜ ゴπ.
5ご切 断 加 翫 ・・n,,71je1.IN,n・酪 ・ゐ8G螺 襯 ㎎8面 ∫∫ε漉rα 副 励 覗 制 配版 ・η∫∫認∫∫5聴
Reel…n,1939.
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次大戦後 に急速 に成長 した,と す る 般 的見解 に修正 を加え るものであ り,い
わ 診る ドイツ資本主義の 「南北問題」 を考 える際 に考慮 に入れ るべ き事実で あ
ろ う。
第二 に,従 業員一.・人 あた り出荷高 の比較か ら,4大 生 産地 のなかでザ クセ
ン ・チ ュー リンゲ ンのそれが平均 よりかな り低 い ことが分か る。 これ は,低 級
機や普 及機 の出荷が 多い ことを示唆 してい る。.これに対 し,パ ーデ ン ・ヴュル
テ ンベル クの.L作機械 は平均 よ りも高い価値 を付加 した ものが多 いこ とを窺い
知 ることがで きる。
第三 に,地 域 ご とに輸 出比率がか な り異 なることが分 かる。 ライ ンラン ト・
ヴェス トフ ァー レンのそれが28.9パー セ ン トと他の主要生産地よ り高 いのは,
造船用 や兵器製造用 の大型工作機械の輸出によ るもの と推定 できる。事実,軍
備増 強 に努めた 日本 も.同地か ら大型工作機械を多数輸入 している。
III主要生産地 と主要 メーカーの動向
1ザ クセン ・チューリンゲン
ザ クセ ン ・チュー リンゲンは,ド イツ工作機械工業の歴史上,最 も古い伝統
を持つ集積地であ る。その 中の立地分布 を見 る と,.あいかわ らず ケムニ ッツに
最 も多 くのメーカー(1939年で30社:)が集 叫.1してい る、,それ に続 くのが ラ.イプ
チ ッヒと ドレ..スデ.ンであ る(そ れぞれ 同17社)。さらにゲー ラ(同12社)も 重
要であ る。北部 のマ クデプルク,ア ッシャー スレーベ ン,ハ レに も有力企業が
立地 してい る。また,南 部 のエルツ山堆か らチ ュー リンゲ ンの森 にか けて の,
ア.ウエや ツォイレンロー ダ,ザ ールフェル ト,.ズー ル に も複数 の工作機械 メー
カーが それぞれ立地 していた。
関連工業,特 に機械 工業,金 属加工業が この地 に広 く展開 してい る。著名 な
ものだけと りあげて も,ケ ムニ ッツや ツ ヴィッカウ,ア イゼナ ッハに 自動車.L
場や二輪工場,自 転車工場が立地 している。 ザクセ ンは当時の有力 自動車 メー
カーの一つ,ア ウ ト ・ウニ オ ン社(AutoUnionA.一c.)の本拠 地 なのであ る。
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ズールに も自動車工場 ならびに兵器工場が あった。 ドレスデ ンや ライプチ ッヒ
には ミシ ンや光学機 器の有力工場 が立地 した。 マ クデブルクには クル ップ社 の
グルー ソン兵器工場(Grusonwerke)内書あ り,戦 車9,などを製造 していた,以
上 の都市 と工作 機械 の立 地には密接 な関係があ った と推察で きる。 これに対 し,
当地 を代 表す る世 界的光学機器 メー カー,カ ー ル ・ツ ァイス社(CarlZeiss)
のあ るイェナには」.二作機械 メーカーは皆無であ る。 また,新 たに加わ った航空
機工 業9,につ い て も,ユ ンカー ス社(JunkersFlugzeug-andMotoren-Werke
A.一G.)の主力工場が立地 したデ ッサ ウにはめぼ しい工 作機械 メーカーは生 ま
れ なか った。
以上,ケ ムニ ッツや ドレスデ ン,ラ イプチ ッヒな ど,産 業 革命期 の繊維工業
を出発 点 として機械工業が発展 した都市に工作機械 メー カーが多 く立地 したこ
とが確認で きる。
1920年代か ら193⑪年代初頭 にか けて,こ の地の∫1:作機械工場 の多 くが厳 しい
時代 を迎 える ことになった。 ドイツで最 も長い歴 史を持 ち,工 作機械 を含む総
合 機械 メー カー と して,世 界的 に も知 られ てい たザ クセ ン機械(旧 ハ ル トマ
ソ)社(SachsischeMaschinenfabrikvorm.RichardHartmannA.一G.)が倒 産
し,..一1.1作機械部門や蒸気機関車部門な どを切 り捨 て,繊 維機械 メーカーとして
再 出発 した。ザ クセ ン工作機械工 業史を体現す るメーカーであ った ッィンマー.
マ ン社(ZimmermannWerkeA.一G,)も経営 危機 に陥 り,同 業他 社(W・tan一
8).ナ チ ス 期.第 二 次 大 戦 期 の 戦 車 製 造 に 関 し.ては,次 の 文 献 が 詳 』 い。Knit　eL,IlartmutH.,
"Deu電scileKampfpanzぐrpR)duktbnu剥dFertigungstechnikl939・.1945imSp融nnung酷fei〔1yon
Staat.Welmnaφtundlndustrie"i口M歪Zゴ紐r翼層7セrゐη魚Wセ`ゐ58伽麗8ゐ撚9例 測 距 蝋G鯉'占
∫`んψ π層1屈 副`rrε∫yπ1Ωα刑d2n.、lahrhundert,hrsg.vonFoerster,RolandG.,Heτford,E.S.,
Miu1巳r&SohIL,1992.
9)ナ チ ス が権 力 を掌 握 した と き,ド イ ツに は,ユ ンカ ー ス,ハ イ ソ ケ ル,ド ル ニエ とい う航 空 機
御 三 家 を 筆 頭 に 航 空 機 製 造 会 社 が8社 在 し て い た(Caimcτo職Al鵬 伽 ππ加gガ π 肱 π施6
AircraftProductioninBritain,Germanyandthef.S4A,Oxfo唄,Macmillan、1991,p.122)叩これ
らの会 社 に よ る航 空 機 の 生 産 数 は1930年代 に 急増 した。 す なわ ち,1931年に13機に す ぎな か った
の が,33年 に368機,34年に1968機,35年に3183機,36年に5112機,37年に5606機と増 え て い る




undZimmennann-WerkeA.一G,)との合併 に よって生 き残 った。さ らに中堅
メー カーの ゾン ダーマ ン ・シュテ ィア社(Sonderman&StierA.一G)も1929
年 に経 営が行 き詰 ま り」一部 をベル リー ンの ドイ ツ ・ナ イル ス杜(Deutsche
NilesWerkeA.一G,)に売却 して再 建の道 を探 った。1930年にはケ ムニ ッツの
代 表 的工作 機 械 メー カーの 一つ で あ った エ ッシ ャー社(Hermann&Alfred
Escher)が倒 産 し,ド イ ツ ・ナイルス杜 に吸収 された。
世.界恐慌 は ドイツ各地 の.1二作機械工業 に大打撃を及ぼ したが,な かで も最 も
苦 しんだのが ザ クセ ン工作機械工業で あ っだ%な ぜで あろうか。第一 に,ザ
クセ ン,特 にケムニ ッツの老舗.メー カ ーが,イ ギ リス型の汎用工作機械 の生 産
に固執 し続 けた,と い う点を指摘で きる。 ッ ィンマ.一マ ン社 とハル トマ ソ社 は
その代表で ある。第二 に,こ れ と関連す るが,自 動車工業や航空機工業の発 達
に伴 う,高 度 な工作機械の開発 ・製 造に後れ を とった こ とであ る。ザ クセ ン ・
チ ュー リンゲ ンには,ア ウ.トbウニ オンを筆頭 とす る自動車ユ:業晒栄えたに.も
かかわ らず,そ の需要 に応 え うるメー カーが少 なか った。
しか し,全 ての メー カーが そ う.であったわけで はない。 メー カーを低迷 タイ
プと成長 タイプにkき く2区 分す るヒ,ザ クセ ン ・チ ュー 、}ンゲンに一1捕者 タ
イプが多か ったのは事実であ るが,後 者に属 し,世 界的に名を馳せ たメーカー
も存在 した ことを見過 ごしてはならない。
例 えば,独 特 の ドラム構造 を持 つ タレッ ト旋盤 な らび に 自動 盤で知 られた
ピッ トラ一社(PittlerWerkzeugmaschinenfahrikA.一G.)は,1920年代 に研究
開発 に力 を.入れ ることによ り技術力 を高め る とともに,製 品の特化 を推 し進 め,
ナチス期 には軍需拡大 を追 い風 に して急成長 を遂げ,工 作機械 の専業 メーカー
としては ドイツで最大規模 とな つだlb従 来か らの顧客で あった ミシ ン工業や
10)ザ クセ ンの 失 業 率 は他 の 地域 に比 べ て高 か った 。 例 えば,1933年に31.2パー セ ン トで あ った の
に対 し,バ ー ゲ ン ・ヴ ュル テ ンベ ル グ の それ は18.7パー セ ン トで あ り,1936年で も10.6パー セ ン
トと3.3パー セー ン ト,1937年で も5パ ー セ ン トと1.7パー セ ン トの 差 が あ った 〔Ovary,R.J.,耳触r
andEconomyintheThirdReich,Oxford、QarcndonPre5s,1994,p.64)u
11)W.d,LDthar,Dゴ.εEη`wど{.解離8幽r痔`旋 ア 陥 姓岬 僻ζゐ.爵r8痂.うF・直々 沌G島 ψ㍑君.Wね距r8η
αム 屈 曜∫血 流∫な衡Ko朋8川.し 庸 群η曲η認η 加Sy∫!欄d.〉 プ謡訪f面∫納 朋 概'廓疏 ψ5・ 朋4/
第3表 主 要 メー カー の販売.高.・従 業 員数 の 変化 ユ929-1939年



























































































注=販 売 高 の単 位 は百 万 ライ ビ スマ ル ク1従 業 員 数 は人 、
出 典:Gehrig,.Astrid,N4'ゴoη必ozゴ罐 ∫必読fR掘 朋 剖ヵofゴε鳩MOnchen,⊂}1denbourg,19%,S.50-51,Matschoss,CQnrad,3cゐゴ8∬'E'8βε1一
伽g罰rGθ ∫ぬ 疏fθ鹿5鹿 配賦 ゐεπ 臨 勧 麗g況必ぐ伽8ηわα薦,Berlin,VDI.Verlag,1942,S.69-72,Wenzel,Lothar,DieEn勘ごσ々伽g48r
翫'如 彫r㎏ 岬 邸6 伽々 勲5激 ・4G加 μ 忽 肱 ぬrεπ 諮 セ㎡聯 融 ぐみμ985κ碑 留醜 冒し励 酬 ～軌 εナr醜 趣 ∫云翻4εr卿5`ん 繊5`ゐ飢
腋`撫論 噛 ・andBetriebspolitikindenJahren19331nl∫1、9L75,Di,.K.d、Marx・Univピrsit試t,L巳lpzig、1968、Kampmann,Tobias,怖魁






























自転車工業 に,新 た に自動車 」業 や航空機工業,兵 器工業が大口顧客 として加
わった1こ の結果,第3表 が示 すよ うに,1932年には486人であ った従業 員は
1939年には3897人へ と,販 売高 も同時期 に約400万ライビスマルクか ら3000万
ライビスマルク強へ と急増 した。さ らに,.工作機械関連だ けでな く航空機 部品
を製造す る会社 まで含め,子 会社 をい くつ も設立 し,ナ チスによるチ ェコスロ
バキア,フ ランス占領後 はそれ らの地 の機械工場 を子会社 に編成 した1㌔
ま た,ケ ム ニ ッツの 老 舗 メー カー の 一 つ で あ る ラ イ ネッ カ一 社(J.E.
ReineckerA.一G.)は,早くか らアメ リカの工 作機 械 工場 をモデ ル に経 営 を
行 って きた会社 として知 られ,1930年代 にはいっそ うの特化 に努め,フ ライス
盤 と研削盤,二 番取旋盤,歯 車研 削盤,そ れに精密..L具に限定 しつつ,1939年
の大戦勃発前 に約3200人の従業員を抱 え,フ ル操業 の状態 にあ った13;。
.別 の形 で経 営 を拡大 した事 例 と.して フ ラ ンツ ・ブラ ウ ン社(FranzBraun
A.一G.)の例 をあげ てお こう。1867年に ツェルプス トに誕生 した同社 は,ド イ.
ツを代表 す る旋盤 メーカーの一つ に成長 したが,'ユ920年代 の苦境期 にVDF旋
盤 グルー プ(VereinigteDrehbankFabriken)に加わ るとい う決 断を行 った。
同時 に多 角化 もめ ざ し,絶 縁体(ls・liermater孟al)の射 出成 型機 の製造 も手が
け,.この分野 で.も世界 的に知 られ 番メー カー とな った1%
2ラ インラン ト・ヴェストファーレン
.鉄 鋼,石 炭業の本場 で あ り,伝 統的 に,世 界 を代表 す る大型 工作機械 メー
カー を抱 えてい たのが ラインラ ン ト ・ヴェス トフ ァー レンであ る。 ここ.も,
1920年代 には業.界再編 の波が襲い,大 型工作機械 メー カーの倒産 ・再編が続い
た。
、 挽r廉 ろ脚'ぬ た 碗 漉 π,ノα屍 π1933占 ご∫1945,Di..Karl・Mar.・UnivcrsitatLeipzig,1968,S.205.
12)Glunk,FritzR.,1ω 旋 α几 酌 漉r1889-f98傷Mi亜nchen,BrittingVerlag,1989,PP、61-6ヨ.
13).Ili本平 治 「欧 米 工 作 機 械 工 場 視 察 談 」m本 機 械 学 会 十1第42巻 第265号.1939年4月,228.




立地に関 してまず注 目すべ きは,当 地の工作機械 メー カーが決 してルール工
業地帯に集中 していたわ けで はない,と い うことである。ルール工業地帯 の中
心部をな し,大 製鉄会社が立地 した オーバ一八 ウゼ ンや エ ッセ ンな どには.工作
機械 メーカーはほ とんど見 あたらない。 ルー ル東部 の ドル トムン トや ハー ゲン
に立地するい くつか の有力 メーカーが見出され るだけで ある。 それ に比 して,
デ ュ ッセル ドルフか らゾー リンゲ ン,レ ムシャイ ト,ヴ ッパ 一 夕ールの一帯 に
は人手から小企業 まで多数の工作機械 メー カーがひ しめいていた。その南 にあ
たるケル ンとその周辺 にもか な りの立地が見 られる。 さ らに,点 在的 な都市 で
ある ピー レフェル トや アーヘ ン.にも有 力工作機械 メーカーが立地 していた。
以上 のこ とは,石 炭 ・鉄鋼業 とい う当地 を象徴す る産業で はな く,繊 維工 業
や刃物業 な どと強 く結 びついて工作機械工業が発展 して きた こ とを示 してい る。
1870年代 以 降 は広 義 の機 械工 業 との結 びつ きが 重要 な意 味 を持 って きた。
デ ュ ッセル ドル フには著名 な兵器 メーカー,ラ イ ン ・.メタル社(Rheinmetall
八一G.)が立 地 し,ケ ルンには内燃機関 メー カー として知 られ るフ ンボ ル ト・
ドイ ツ社(Humboldt・DeutzmotorenA.一G、)や自動車 の ドイ ツ ・フ ォー ド社
(DeutscheFordWerke)カミ,ビー レフェル トに は ミシン ・自動車 メー カー の
デュール コ ップ社(D哲rkoppA.一G.)やア ンカー社(Ankerwerke)などが立
地 し,工 作機械工場 の立 地を促 した。
1930年代 にな るとナチスの再軍備政策 に ともない,兵 器 生産 に直接 ・間接 に
.関係す る工作機械 メ.一カーが再 び活況 を取 り戻 した。デ ュ ッセル ドル フに立地
し,大 型工作機械 で世.界で も トップに位 置 した シース社 は,第 一次世界人戦後,
デマ」 ク社(DemagA.一G.)の傘 下 に入 った後,1925年には,デ ュ ッセル ド
ルフの 中堅工作機械 のメーカーで あったデフ リース社(DefrieswerkeA.一G.)
を合併 し,シ ー琴 ・デブ リ」ス社(Schiess-DefriesA.一◎)と 社名 を変更 した。
1920年代 末 より,ソ 連向 けの輸出が牽引車 とな ってか な りの操業水準 まで回復
した ものの,世 界恐慌の到来 によ り,1933年には最低 の水準 に落 ち込んだ。 し
か し,ナ チスの軍備増強政策 によ り業績 は急 回復.し,1939年には大型工作機械
34(214)第167巻.第3号
で 競 合 関 係 に あ っ た ゼ ス ト社(LouisSoest&Co.)を吸 収 した151。こ の よ う な
激 動 を 示 し て い る の が,第3表 が 示 す 同 社 従 業 員 数 の 変 化 で あ る 。
シ ー ス ・デ フ リ ー ス 社 の 他 に,ジ ー ゲ ン の ヴ ァ ル ト リ ッ ヒ社(H.A,Wald-
richG.m,b.H.),ドル ト ム ン トの ヴ ァー グ ナ 一 社(Wagne■&Co.),メ ン へ
.ン グ ラ ー トバ ッ ハ の 郊 外 に 立 地 し た フ ロ リ ー プ 社(MaschinenfabrikFroriep
G.m、b.H.)とい う 大 型 工 作 機 械 メ ー カ ー が,同 様 に 業 績 を 回 復 し プ ル操 業 に
移 っ て い っ た 。 世 界 的 に 見 て,こ の 地 ほ ど 大 型 工 作 機 械 メ ー カ ー が 集 中 して 立
地 し て い た と こ ろ は 他 に 存 在 し な い 。
し か し な が ら,ラ イ ン ラ ン ト ・ヴ ェ ス ト フ ァー レ ン に 立 地 した の は 大 型 工 作
機 械 メ ー カ ー だ け で は な い 。
第 二 次 大 戦 後 の ドイ ツ を 代 表 す る 」.:作機 械 メ ー カ ー で あ る,ビ ー レ フ ェ ル ト
の ギ ル デ マ イ.スタ ー 社(Gildemeister&Co.A.一G.)は,両大 戦 問 期 に 急 成 長
を 遂 げ た 工 作 機 械 メ ー カ ー で あ る 。 こ の 時 代 に,優 れ た 技 師 ベ ル ク(Wilhelm
Be・g)の指導 下,生 産機 種の 限定 と技 術 開発 に努 め,多 軸 自動盤 『)メー ㍗一
として世界 に知 られるに至 った。内外か ら多 くの注文 を得 た同社 は1929年にな
るとフル操業状態 を迎 えた。翌年 には世界恐慌 の影響 を受 けたが,ユ931年か ら
1933年初め には再 び ソ連か らの注文 を中心 にかな りの操業水準 を保 ってい る。
1933fFから再び低迷 した ものの,1935年夏 には,ビ ー レフェル トの工業企業 と
して は最初 に週60時間へ と労働時 間を延長す るまでに業績が 回復 している瞬。
両大戦問期 に新 たに工作機械製造 に参入 し,高 い技術力で急成長 を遂 げたの
が,レ ムシ ャイ トの ク リンゲ ル ンベ ルク社(W.Ferd.KlingelnbergSohne)
であ る。同地 において工具 販売 に従事 していた小 さな商事会社 を受 け継いだ ア
ドルフ ・ク リンゲル ンベ ル ク(AdolfKlingelnberg)の手腕 に よ り,同 社 は
15)Matschos8、Co皿ad,&ゐ 面 ∫ごE加B8ゴ 辮g矧 「(チ 配 るゴぬ ε6論 ∫ 謀㎝ 競 ぬ槻W診r加 創g徽 ・
5ぬfη8η加 配 ∫}B旧rl}n,VDl.Verlag,1942,S.58-75.
16}Kett㎜a皿,Gilnther,κ 厩G酷1曲4εrBl靴 撫 物 ∫`厩Bidef巳ld,Pfcffe皿he
Buじhhandl巳ng,1985,S.176-177,Brcnnckc,Gi8bcrtu.zL(H■隅),ム.g乞'`,die,Arbeazubefmieア乙
G邸rゐ 勲 記`伽 硯8ム瞬'届 げ`12"8謝`ん 魂 ∫加 観 劇'ig,Kdln,Bund.Vel[ag,1989,S.314.
両.人戦間期ドイツにおける工作機械工業の地域構造 〔215>35
1908年よ り工具製造 に着手 し,1922年に傘.歯車加工機を 自製 したのを契機 に工
作機械 メー カーの道 を歩み始 めた6ア ーヘ ン工科大学 の ヴァリ ックス(Adolf
Wallichs)とのコ ンタク トを通 じ,急 速 に技術力 を高 めたク リンゲル ンベルク
社 は1930年代 に入 る と,歯 車加工機 で世界 トップの アメ リカのグ リー ソ ン社
(GleasonWorks,Rochester)に競争 を挑 むまで になった。それ まで グ リーソ
ン社製の機械 を輸入 していた,ダ イムラー ・ベ ンツ社や オペル社 な どの ドイツ
の自動車 メー カーが相次 いで 同社 の機械 を購入 し始めた。特 に注 目す べ きは,
新興 のフ ォルクス ワーゲ ン社が 同社 に厳 しい注文をつけ,そ れによ りク リンゲ
ル ンベル ク社 の技術力 が向上 した とい う事実 であ る]7)。同社 は,経 営環境 の変
化 に積極的 に対 応す ることによ り伝統企業が急成長 を遂げた格好の事例 を提供
している。
3バ ーゲン・ヴュルテンベルク
全般的 に見て,世 界恐慌時 においてバー ゲ ン ・ヴュルテ ンベル クの工業が最
も落 ち込みが少 なか った ことは,先 行研究が指摘 して きた とお りで ある1肱 そ
の際,「農村工業」や 「労働者農夫」 とい う言葉 に示 され る農工 連携が プラス
に作用 した,と いわ れて ぎた。工作機械..[業に関 して もこの ことは妥 当す るの
であ ろうか。
バ ーゲ ン ・ヴュルテ ンベルクめ工作機械工業は4大 生産地 のなかで最 も後れ.
て出発 したに もかかわ らず,20世紀初頭か ら急速な成長 を遂 げ,先 に見た よう
に,企 業数 で も出荷高で も先行の生産地に迫 るまでにな った。このことは,同
地のi:作機械..1業へ の置 界恐慌の影響が他地域に比 べ相対 的に小 さか った こと
を示 している。 この理由 は何で あろ うか。 た しかに,「労働者農 夫」 が多 く,
17>Ka皿pma皿,Tobia5,γσ蹴Wけ 加 研gゐ朋 謝 謝 ηM郡cん'η例 肋 材Dヒ711頃'ゴ8g廊 魚 η泌 ε礪7r・
`伽 盈'π2η∫Ψ区E2疏泌 κZ競88'η伽9段}ハ η81.鰍ワー1950,St■[ttgart.F聞nzS陀i【冊r,1994、S.置54-157,
S.205,
18)松 田智 雄 『ドイ ツ資 本 主 義 の 基 礎 構造 ヴ ュル テ ンペ ル ク王 国 の産 業 発 展 」 岩 波 書 店,1967
年.這 ツ石,前 掲 書,を 参 照 、
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農村が シ ョック ・アブソ.一バー としての役 割を果 た した とい う事情 は,山 間の
小 さな町にまで工場が広が るバーゲ ン ・ヴュルテ ンベルク工作機械工業 にもあ
て はまるであ ろ う。 しか し,そ れ だ けで は不十分で あ る。雇用調 整 は うまく
い った として も,販 売 が確 保で きなけれ ば企 業活動 は維持 で きない。 バーゲ
ン ・ヴュルテ ンベルクの工作機械販売の落ち込 みは,他 の生産地 に比べて相対
的に少 なか った のであ る。比較的良 く健 闘 した理由は何で あろうか。
ここで 製品技術 が問題 とな る。 この地 には,ザ クセ ンや ベ ル リー ンの メー
カー と比べて小 さい ものの,自 動盤 の インデ ックス社(Index-WerkeHahn&
Kolb)を筆頭 に,特 定 の,高 精度工作 機械 の製 造に特化 した 中小 メー カーが
多 く存 在 していた。 これ らの会社は,恐 慌期に内需 が急減す るなかで輸出増 に
よワて打撃 を弱 めるこ とがで きたのであ る。例 えば,高 精度研削盤で知 られた
フォルッナ社(Forthna-Werke)は,1926年に製 品の39.4パー セ ン トを輸出 し
ていたが,業 績が最低 に落 ち込んだ1932年には,製 品の75.1パー セ ン トを輸出
して苦境 を しのいだ19。
さ らに,バ ーゲ ン ・ヴュルテ ンベ ルクは,ダ イム ラー社や ベ ンツ社 とい った
革新 的 自動車 メー カ.一の誕 生 の地 であ り,ロ バー ト・ボ ッシュ社や フリー ド
リッヒスハー フェン歯 車社(ZahnradfabrikFriedhch5hafenA.一G.)など関連
工 業が立地 していた。 このことが,自 動盤や研 削盤 な ど自動車工業 に必要 な工
作 機械 メー カーの発展 を促 し,そ の技 術力向上を通 じ,結 果 として輸 出競争力
を高め るのに寄与 したのであ る。
当地 における立地動向 をさらに詳 しく見てみよ う。比較 的多 く立地 してい る
のが シュツ ットガル トとエ.スリンゲ ンであ る。そ こから西北 に位置す るフ ォル
ッハ イムとカールスルーへ に もかな りの企 業が存在 する。さらにシュツ ッ トガ
ル トの北 に位置す るハ.イルブロ ンにも一定の集積 が見 出され る。 しか し,バ ー
ゲ ン ・ヴュルテ ンベ ルクにお ける立地の特色 は,こ れら以外 の,ゲ ッピンゲン
やニ ュルテ ィンゲ ン,ロ イ トリンゲ ン,さ らに,シ ュバルツバル ト山中の シュ
19)50」 αゐr8壷bF飽ηα一り区εr距らStuttgar転Selhstverlag、1953,S.100f:
両大戦問期ドイツにおけるJ.:作機械.[業の地域構造 〔217}37
ヴ ェニ ンゲ ン,ザ ンク ト・ゲ オルゲ ン,フ ル トヴァ ンゲ ンとい った小 さ な町
に も工 作機械工 場が立地 してい る ことで ある。その 中には,後 述 の ような世
.界に知 られ た企 業がい くつ も含 まれ る。 この他,コ ンス タンッ湖 に近い ヴ ァ
イ ンガルテ ン,ラ ー ヴ ェンスブル クにも鍛造 機械の有力 メー カーが立地 して
い る。
金属加、.L・機械工業 との関連 で見 ると以下 のよ うになる。兵器では オーベル
ン ドル フのマ ウザ一社(Mauser-WerkeOber血dorfGmb.H),カールスルー
.へのべ ル リー ン ・カールスルーへ社(Berlin-Karlsruherlndustriewerke:ドイ
ツ兵 器弾薬DeutscheWaffen-undMmitionsfabrikenの後 身)力 宝あった。 自
動車 メー カーは,シ ュツ ッ トガル トやマ ンハ イム,ネ ッカーズルムに著名な企
業 が立 地 して いた。航 空 機で は フ リー ドリ ッヒ スハー フェ ンに ドル 二王社
(Dornier-WerkeGmbH)が立地 していた。第一次大 戦後,マ ウザー社 もベ ル
リーン ・カー ルスルーエ社 もヴェルサ イユ条約の もと兵器生産 を大幅 に制限 さ
れ,ミ シンや 自動車,測 定機 な どの製造 に乗 りだ し,多 くの失敗 を重ねつつ も
多角化の道 を歩み始めた。
ここで,こ の地の代表 的工作機械 メーカーの動向 をい くつか と りあげてみ よ
う。
旋盤 を中心 とす る汎用 工作機械 のメーカーで あった,ゲ ッピンゲ ンのべー リ
ンガー.社..(GebruderBoehringerG.m..b.且〉 は,.1920年代 の不況期 に旋盤部
門を中心 に苦況 に陥 り,同 業他社 に呼 びか けて生 き残.り策 を模索 した。 この時,
誕 生 したのが既述 のVDF旋 盤であ った。V】〕Fグ ループの中心 ζ して ベー リ
ンが一社 はその後,自 社 製品の品種制 限に努 め,旋 盤 と平削盤に特化 した メー
カー として基盤 を安定 させたのである。1930年代 の同社 の発展 は,先 の第3表
に示される とお りであ る。
1897年に設立 された,エ ス リンデ ンの インデ ック ス社 は,独 特の構造 を持つ
高性 能の.単軸 自動旋盤だ けに特化 した,世 界的に著名 なメーカーであ る。1930
…年代初頭 の恐慌期 に も販売の落ち込みは他社 に比べ て相対的 に小 さ く,再 軍備
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政策以 降は,需 要急増 に追いつ くことがで きないほ どの活況 を享受 した。
シ ュバルツバル ト地方 の小 さな町,ザ ンク ト・ゲオルゲ ンに1856年に誕生 し,
今 日,ド イツで最 も長い 歴 史 を持 つ 工作 機 械 メー カーで あ るヴ ァイサー社
(J.G.WeisserS6hne)は,もともと1司地 の時計工業 向けの小型工作機械 を製
造 して きたが,1930年代 には自動車.[業向 けの専珀機 も手が けている牝
新 しく誕生 した企 業 として注 目で きるのが,第 二次大戦後 に指 導的工作機械
メーカーの一つ に発展す る トラウプ社(Traub>である。 これ は企業家 ヘ ルマ
ン ・トラウプ(HermannTraub)が1938年にエ.スリンゲ ンに設立 した会社で,
単軸 自動盤 の製造 を開始 しだ1)。自動 車工業 を中心 とす る自動盤への需要増大
が,同 社 の設立 を促 した。
4ベ ルリーン
ベ ル リー ンの工作 機械 工業 は,19世紀初頭の殖産興業政策以来の長い歴 史を
持つ。 その中で,19世紀 末 よ リリー ダーの役割 を果た したの.は,ベルリー ンに
栄えた電機工業や兵器.L業が必 要 とす る工作機械 を供給 した メー カーであ る。
19世紀'トば以 降の急速 な工業化 の進展 な らびに市街鉄道 ・電車網の整備 に伴
い,ベ ルリー ンの中心部か ら郊外へ と工場 の立 地は広が り,電 機や 自動車等の
工場 が相次い で建設 された。最 も有名 な事例 と して、 後 にジー メ7ス ・シ ュ
タ ッ トと呼ばれ る,大 電機 会社 ジーメ ンスの一大工場群 の建設や,後 に ダ.イム
ラー ・ベ ンツ社 に吸収 され ることになる,マ リーエ ンフェルデの 自動車工場 の
設立 をあげることがで きる。兵器工場 としては,ド イツ兵器弾薬社 のベル リー
ン.[場が モ ア ビッ トに,シ ュパ ンダウ兵器廠 を継承 した兵 器会社(Deutsche
WerkeA.一G.)がシュパ ンダウに立地 していた。第 一次大戦 中の軍需 生産の急
増は.[場の郊外進 出を加速化 した。その結果,.1920年には行政単位 を統合 して




大ベ ル リー ン(GroB-Berlin)が誕生 した。
工業立地の郊外展開に伴 い,工 作機械工場 もこれ らの地域 に移転 した り新設
さ れ た りした。 有 力 メー カー と して,モ ア ビ ッ トの レー ヴェ社(Ludwig
LoeweA,一G.),マリー エ ンフェ ルデの ブ リ ッツ ・ヴェルナ一社(FritzWer-
nerA.一G.),ヴァイセ ンゼーの ドイツ ・ナ イルス社 をあげ ることがで きる。ベ
ル リー ンの場合,大 づかみ に見て,西 部,北 部,南 部,東 部の四方 にL場 地帯
が広 が ってい った とい えよう、なお,こ の うち,第 二次大戦後 の東西分割の際
に東 ベ ルリー ンに属す ることにな ったのは,ド イ ツ ・ナイルス社や ケルが一社
(G.KargerA.一CU.)が立地 した東部であ る。 ちなみ に,ド イツ ・ナ イルス社 の
1930年代 の動 向は先の第3表 に示 され るとお りである。
さて,第 一次大戦前 に世界 に名を馳せたベ ルリニ ンの著 名な工作機械会社 は,
第一次大 戦後 どうな ったのであ ろ うか。
まず,レ ー ヴェ社 は,依 然 として高品質の工作 機械 を製造 し続 けた ものの,
第一次 大戦 前に 「レー ヴェ ・コ ンツェル ン」 を築 き上 げた時 の よ うな勢い を
失 った。 ナチス時代 には,ゲ ス フユー レル株式 会社 レー ヴェ製造所(Gesf廿rel
A.一G.Loewe-Fabriken)と,社名変更 を余儀 な くされた。 それで も,高 い技
術力 と世界的名声 を有 した製 品を持 っていたため,好 景気によ り1937年には従
業 員数3,1⑪0人になるまで 回復 したが,戦 時統制 の強化の なかで,1942年には
大電機 会社AEUの 傘下企業 にな つだ%同 社の相対 的地位低下 の原 因 として
は,伝 統へ の依存,製 品系列 の縮小失敗 な どに加 えて,ユ ダヤ人に よ り創業 さ
れ経営 され てきた企業 であ った とい う事情 も考慮 に入れな ければな らない。
これ に対 してブ リッツ ・ヴJ、ルナー社 は,銃 身加工機や銃弾検査 機を.含め,.
舞器製造用工作機械で高度の技術力 を保持 してい たため,ナ チス時代 には急 速
な拡張 を遂 げ,ド イツ労働 戦線 によっ.て模範工場 の一つ にあげ られ るに至った。
本来の工作機械 に限 ると,部 品量 産用 の フライス盤や研削盤が有名で,世 界各





また,こ の時代 に急成長 したメーカーにハ ッセ ・ヴレーデ社(Carl.Hasse&
Wrede)がある。1898年に,商 人 と技師の協 力 によ り40人の従業 員を伴 ってス
ター トした 同社 は,1918年に1500人の従業員 を抱 えるまで に急成長を遂げた も
のの,戦 後 は一転,厳 しい状況 に直面 し従 業員数130人とい う水準 にまで 減少
し,機 械 会社 クノー ル ・ブ レムゼ社(Kn。rr・Bremse)の傘 下 に入 る ことで苦
境 を脱 した。最初,多 様な工作機械 を製造 していた 同社 は,1920年代 には製品
機種 を タレッ ト旋盤,自 動盤,多 刃旋盤,ネ ジフライス盤 に制限 した。1930T1`
代 に同社の技師 は,新 しい原理によるね じ切 り盤 の開発 に.成功 した。 これによ
り同社 は再 び急成長の時代 を迎え,ヨ ーロ ッパで も有数 の工作機械 メー カーの
地位 を得 るに至 っだ ㌔
この 間にベ ル リー ンにおいて もい くつか のメーカーが消滅 した。一例 をあげ
る と,1871年,モアビ ッ トで10人の労働者 を擁 して誕生 した小..L場を ルー ツと
す るマ ックス ・ハ ッセ社 くMaxHasse&Comp,A.一G.)は,タレッ ト旋盤や
フライス盤 で良 く知 ら耽る メー カー とな り,1920年代半ば には35⑪人 の労働者
を抱 えるまで にな ったが,1930年代以 降の名簿や資料 に名前が登 場 しな くなる。
ドイツ ・ナイルス社 に吸収されたためで あ.る。
5そ の 他
4大 生 産 地 に 次 い で 工 作 機 械 メ ー カ ー が 多 く 立 地 し た の は ヘ ッ セ ン で,主 に
フ ラ ン ク フ ル トや オ ッ フ ェ ン バ ッハ に 工 作 機 械 メ ー カ ー が 集 中 し て い た 。 オ ッ.
フ ェ ン バ ッ ハ の コ レ ッ ト ・ エ ン ゲ ル ハ ル ト 社(Collet&Engelhardt
G.m,b.H.)は横 中 ぐ り盤 な ε の 大 型 工 作 機 械 の メ ー カ ー と し て,フ リー ト
23)Dominik,Hans,伽 雄 紬 召,m∬ 襯7・∫廟 醒.17'馳r恥r舵 肥g川 雌 ゐ伽 η.翼η4冊 勉 側 κ加 配
,ゲガに 樋診r刀8rA紅 ゴ8岸8ど∫ε"∫凶 ら伝Leipzig,J.J.Arndt,1938,S.16.22.
.24)SじhlesiπLgcr,Geor呂,"Arbcitsst罰ueBdc5W6rkzcugma呂(=bine震1baues∴既 応`幽 吻fγ1曇η魂.20.Jg.
heft5,1926,S.150,B日 工thel,Manfred,κ ドが 孟 碍`45此 ゐ8所6欧75」 αゐ耀KπorFβ ππ1∫8
1.905-1980,Utiss巳ldorf,EcDnVer】ag,1980,S.165-166.
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リ ッヒ ・シュマ ルツ社(FriedrichSchmaltzG.m.b.11.)は研 削盤 メー カー と
して著名であ った。 ただ,先 の第1表,第2表 に見 られ るよ うに,他 の生産地
に比 べ ヘ ッセ ンにおい て は伸 びが鈍 化 す る傾向 にあ った こ とは否 め ない。
リュ ッセルス.ハイムにオペ ル社 とい う ドイツ最大 の 自動車 メーカーが立地 して
いた にもかかわ らず,関 連す る工作機械 メー カーの展 開はバ ーゲ ン ・ヴ ュルテ
ンベ ルクやザ クセ ン ・チ ュー リンゲ ンほ どには見 られなか った。
本稿では便 宜上,北 ドイツ と一括 してい るが.⊥ 作機械工場 の立地 はい くつ
かの都 市,す なわち,ハ ンブル ク,ハ ノーフ ァー,ブ ラゥンシュバ イクにほぼ
限定 されてお り,し か もブ ラウ ンシiバ イクの工作機械 メー カーは どれ も小規
模企業であ った。北 ドイツの工作機械 メーカーを見 ると造船業 との結 びつ きも
弱い し,.1938年にヴォルフスプルクに誕生 した フ ォル クス ワーゲ ン自動車■:場
が工作機械会社の設立 を促 す こともなか った。 口につ くのは,老 舗 の旋盤 メ7
カー と.してVDFグ ルー プに参 加 した,ハ ンブ ルクのハ イデ ンライ ヒ ・ハ ル
ペ ック社(Heidenreich&Harbeck)とハ ノー ファー の ヴ ォー レ ンベ ル ク社
(H,Wohlenberg).くらいの ものであ る。
また,先 の第1表 が示す ように,低 い水準か らで はあ るがバイエ ルンの伸びは
著 しい。航空機 エ ンジンな らびに自動車製造で知られたBMW社 が立地 していた
ミュンヘ ンや,デ ィーゼルエ ンジンや トラック ・戦車 の メーカーで あるMAN
社が立地 していた ニュルンベル クに,有 力 な工作機械.メー カーが生まれた2%
東部 のオーバー シュレー ジェンにつ いては,ラ テ ィボァにあ り,車 輪旋盤で
知 られたヘーゲ ンシャイ ト社(WilhelmHegenscheidtK.一G.)など数社が立地
していた に過 ぎない。
なお,1938年以降,.ズデーテ ンや ベーメ ン,さ らにオー ス トリア,ア ルザ ス
の工作機械..「:業が ナチ ス経 済の下に組み入れ られたD
25)Loesc臨eτ,0.,"BemerkenswεrteWan61ungendermetallve■arbeiteロdenIndu…trieBayernsin
derNachkriegszeiゼPin1吃「ガ8瑚g権f加 漉 加 島 ゐr臥Fb鷹 舳 πg翼 πゴf物 日rゴ酬hlsg.vonSpurぞG而.
ter,Freiburg,RudolfHauf∈Ve■lag.1967,S.88-90.
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IVお わ り に
陣
ナチス期の工業再配置政策 によ り,旧 東 ドイツにほぼ重な る中部 ドイ ツの重
要性 は全般的 に増大 した。特 に,石 油や人絹,硫 酸な ど化学関係 の工場 の中部
ドイツへ の移転や新工場 の建設 が進 んだ`δ〕。広義 の機械工業 につ いて も,自 動
車工業や航空機工業で新たな展 開が見 られた。
しか し,こ のよ うな動向は工作機械工業 にはほ とんど影響 を及ぼ さなか った。
自動車工場 に設置 され る工作機械は,専 用工作機械 を含 め,.高度 の技術力 を有
す る一流 工作機械.メー カ ー製であ る。それは,ア メ リカ製や.スイス製 も含めて,
質 を優先 して調達 され た。 自動車工場の進出が当該地域 に工作機械..E業を必要
としない とい うことは,今 日で も,日 本国内や アジアでの 自動 車工場 の新立地
に際 して観察 され る。
両大戦 問期の ドイツ1二作機械工業 の地域構造 に関 しては,基 本的に第一次大
戦前 に形成 され た4大 生産地が存続 したが,そ れ らの 聞に,ザ クセ ン ・チ ュー
リンゲ ンとベル リー ンの停 滞,そ れに代わ る,バ ーゲ ン ・ヴュルテ ンベル クの
躍進な らびに ラ..インラン ト・ヴェス トフ ァー レンの堅調,と い.つた動向が確 認
された。バーゲ ン ・ヴュルテ ンベ ルクでは,自 動車⊥業 向けの,部 品量産用の
:.1:作機械 を専業 とす る中堅メーカーが躍進の担い手で あ り,新 規 メーカー も登
場 した。 これ に比 し,ラ インラン ト・ヴェス トフ ァー レンの工作機械工業の場
合 は,軍 備増強 に伴 う,兵 器や 造船.r:業向 けの大 型工作機械 を製造 す る老舗
メーカーが主要 な担い手であ った。 したが って,同 じく伸 びた とい って もその
内容 に違 いが あった。両大戦間期 のバーゲ ン ・ヴ ュルテ ンベ ルクに見 られた工
作機械工業 の新 たな動 きは,第 二次大 戦後 に本格 的に展 開す ることにな る。
26)τns[iiutfUrWirt紬aftsgeschichtederAkademiederWis5e眠llaftendピrDDR,a.a.0..S.343、
